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問1 日本国憲法第98条では、「この憲法は、国の最高法規であつて、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他
の行為の全部又は一部は、その効力を有しない」と定められています。このように、憲法が国内の法体系の頂点に位置づけら
れ、いかなる法や国の行為もこれに従わなければならないとする原則を何といいますか。 （2020年　大阪公立入試　類似）

1.  最高法規 2.  平和主義 3.  国民主権 4.  法の支配

問2 日本の法体系は、憲法を頂点とした階層的な構造になっています。この構造において、憲法は国家の「最高法規」と位置づけ
られていますが、もしも憲法の条文に反する内容を持つ法律や命令が制定された場合、その法的な扱いはどのようになります
か。 （2026年　北海道公立入試　類似）

1.  憲法に違反する法律や命令は、
その効力を有せず無効となる。

2.  国民投票によって、憲法と法律
のどちらを優先するかを決定す
る。

3.  新しい法律の内容に合わせて、
憲法が自動的に修正される。

4.  法律の施行を優先し、憲法は将
来的に改正されるまで適用を停止
する

問3 日本国憲法第96条に定められている憲法改正の手続きにおいて、国会が改正案を国民に提示する「発議」を行うために必要な
条件と、その後の国民投票で承認されるための条件の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2019年　沖縄公立入試　類似）

1.  各議院の総議員の3分の2以上
の賛成で発議し、国民投票で過半
数の賛成を得る

2.  各議院の出席議員の3分の2以
上の賛成で発議し、国民投票で過
半数の賛成を得る

3.  各議院の総議員の過半数の賛成
で発議し、国民投票で3分の2以上
の賛成を得る

4.  各議院の総議員の3分の2以上
の賛成で発議し、国民投票で3分
の2以上の賛成を得る

問4 日本国憲法第3条では、天皇が行う形式的・儀礼的な行為である「国事行為」について規定されています。この条文において、
天皇が国事行為を行う際に必ず必要とされ、その結果に対して責任を負うとされる機関はどこですか。 （2024年　宮崎公立入試　類似）

1.  内閣の助言と承認 2.  国会の指名と議決 3.  最高裁判所の審査と同意 4.  内閣総理大臣の専決

問5 近代的な立憲君主制の先駆けとなり、17世紀のイギリスで「権利の章典」が制定されるきっかけとなった歴史的な出来事はど
れですか。 （2025年　京都公立入試　類似）

1.  名誉革命 2.  フランス革命 3.  南北戦争 4.  ロシア革命

問6 日本国憲法における「勤労」と「納税」の義務に関する説明として、制度の仕組みや背景を正しく述べているものを選択して
ください。 （2024年　福岡県公立入試　類似）

1.  勤労は権利であると同時に義務
であり、納税は社会資本の整備や
福祉などの公的サービスを維持す
るための財政的基盤を支える役割
を持つ。

2.  納税の義務は日本国憲法によっ
て新設されたものであり、戦前の
明治憲法下においては国民の義務
として定められていなかった。

3.  勤労の義務があるため、病気や
失業などで働けない状態にある国
民に対しては、国は生存権を保障
する義務を負わないこととされて
いる。

4.  納税の義務は、国会の議決を経
ることなく、政府が自由な判断で
国民から税金を徴収できる権利を
保障するために定められた。

問7 日本国憲法は、通常の法律よりも改正の手続きが厳格な「硬性憲法」と呼ばれます。国会が国民に対して憲法の改正案を提示
する「発議」を行うために必要な条件として、正しい説明を選びなさい。 （2024年　愛知公立入試　類似）

1.  衆議院と参議院のそれぞれで、
総議員の3分の2以上の賛成が必要
である

2.  衆議院と参議院のそれぞれで、
出席議員の3分の2以上の賛成が必
要である

3.  衆議院と参議院のいずれか一方
で、総議員の3分の2以上の賛成が
必要である

4.  衆議院と参議院のそれぞれで、
総議員の過半数の賛成が必要であ
る

問8 日本国憲法において、天皇は日本国および日本国民統合の「象徴」と定められており、政治に関する権限を持たない「国事行
為」のみを行うとされています。この国事行為に関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2021年　香川公立入試　類似）

1.  天皇の国事行為には内閣の助言
と承認が必要であり、その責任は
内閣が負う。

2.  天皇は行政権の主体として、国
会の審議に基づき予算を作成する
権限を持つ。

3.  天皇は国の利害に関わる条約を
自らの判断で承認し、締結する権
限を持つ。

4.  天皇は内閣総理大臣を指名する
権限を持ち、国の政治方針を決定
する。

問9 「法の支配」と対照的な考え方で、支配者などの特定の個人の意志に基づいて行われる政治のあり方を何といいますか。 （2024

年　愛知公立入試　類似）

1.  人治主義 2.  法治主義 3.  権力分立 4.  国民主権
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
最高法規

日本国憲法は、日本のあらゆる法（法律、命令、規則、条例など）よりも強い効力を持つ法体系の
頂点として位置づけられています。これを最高法規性と呼び、もし憲法の内容に違反する法律が制
定されたり、国が不当な行為を行ったりしたとしても、それらは法的な効力を持たず「無効」とな
ります。これは、憲法によって国家権力を制限し、国民の権利を守るという立憲主義の根本をなす
重要な仕組みです。

問2 答え 1
憲法に違反する法律や命令は、その効力
を有せず無効となる。

日本の法体系では憲法が最高法規であり、いかなる法律、命令、詔勅、または国務に関するその他
の行為も、その条規に反する場合は効力を有しません。この仕組みは、国の基本原理である憲法を
守り、法の支配を維持するために非常に重要な原則となっています。

問3 答え 1
各議院の総議員の3分の2以上の賛成で
発議し、国民投票で過半数の賛成を得る

憲法改正には、通常の法律の制定よりも厳しい条件が課されています。まず国会の各議院におい
て、単なる「出席議員」ではなく「総議員」の3分の2以上の賛成によって改正案が発議されます。
その後、主権者である国民による国民投票が行われ、そこでの有効投票の過半数の賛成を得ること
で、憲法改正が承認される仕組みとなっています。

問4 答え 1
内閣の助言と承認

日本国憲法第3条は、天皇の国事行為には内閣の助言と承認が必要であることを定めています。天
皇は政治に関する権能を持たない象徴であるため、その行為に政治的判断を伴わせないよう内閣が
責任を持つ仕組みになっています。憲法第7条に挙げられる法律の公布や国会の召集なども、すべ
てこの手続きに基づいて行われます。

問5 答え 1
名誉革命

イギリスでは1688年に名誉革命が起こり、翌年に「権利の章典」が定められました。これにより
「議会の同意のない法律の停止や課税の禁止」が明確にされ、国王といえども法に従わなければな
らないという立憲主義の原則が確立されました。これが現代の立憲君主制や議会制民主主義のモデ
ルとなっています。

問6 答え 1
勤労は権利であると同時に義務であり、
納税は社会資本の整備や福祉などの公的
サービスを維持するための財政的基盤を
支える役割を持つ。

勤労は、自立した生活を送り社会を支えるための「義務」である一方、国に対して働く機会を求め
ることができる「権利」でもあります。納税は、警察・消防・道路などのインフラ整備、社会保障
といった公共サービスを運営するための費用を、国民が広く分担して出し合うものです。なお、納
税については憲法第84条（租税法律主義）により「法律の定める条件」によらなければ課税できな
いとされており、政府が勝手に決めることはできません。また、勤労の義務を果たせない場合で
も、生存権に基づき最低限度の生活は保障されます。

問7 答え 1
衆議院と参議院のそれぞれで、総議員の
3分の2以上の賛成が必要である

日本国憲法第96条により、憲法改正の発議には各議院の「総議員」の3分の2以上の賛成が必要であ
ると定められています。これは、一時的な勢力を持つ政権などによって憲法が容易に変更されるこ
とを防ぎ、国家の根本的なルールとしての安定性を保つための仕組みです。「出席議員」ではなく
「総議員」を基準とする点は、通常の法律（出席議員の過半数で可決）と比べて非常に厳しい条件
といえます。

問8 答え 1
天皇の国事行為には内閣の助言と承認が
必要であり、その責任は内閣が負う。

日本国憲法第3条および第4条に基づき、天皇は政治に関する権限を持たず、形式的・儀礼的な国事
行為のみを行います。これらの行為には内閣の助言と承認が必要不可欠であり、天皇が独断で行う
ことはできません。予算の作成や条約の承認、内閣総理大臣の指名などは国会や内閣が行う権限で
あり、天皇の役割はそれらの決定に基づく「任命」や「公布」といった形式的な行為に限られま
す。

問9 答え 1
人治主義

「人の支配」とも呼ばれるこの考え方は、法よりも支配者の意志や権威を優先するものです。これ
に対し、イギリスの裁判官クックが「王は何人の下にもあるべからず、しかし、神と法の下にある
べし」という言葉を引用して主張したように、たとえ国王であっても法に従わなければならないと
するのが「法の支配」の歴史的な背景です。


